
 

委 託 契 約 書 （案）  

 

１ 委 託 名  旧岡山市立旭公民館解体に伴う産業廃棄物等処理業務 

２ 履行場所  岡山市北区広瀬町３番２６号 

３ 委託期間  契約日から 令和８年１２月１８日まで 

４ 委 託 料   金       円（取引に係る消費税及び地方消費税相当額を含

む。）うち産業廃棄物の収集・運搬及び処分に係る費用        円（同） 

５ 委託数量  別紙仕様書等関連資料のとおり 
６ 契約保証金 免除 
 

 

 排出事業者：岡山市（以下「甲」という。）及び                  

（受注者であり，産業廃棄物収集・運搬及び処分業者。以下「乙」という。）とは，甲

の事業場 旧岡山市立旭公民館 から排出される一般廃棄物及び産業廃棄物の選別，一

般廃棄物の収集・運搬並びに産業廃棄物の収集・運搬及び処分に関する上記の委託（以

下「委託」という。）について，各々対等な立場における合意に基づいて，次の条項に

より契約を締結し，信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

 

 （法の遵守） 

第１条 甲及び乙は，委託の履行にあたって，廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以

下「廃棄物処理法」という。）その他関係法令に基づき，適正に処理をしなければな

らない。 

 

 （委託全般） 

第２条 甲は，業務内容を頭書第３項で定める委託期間内に適正に行うため，乙に委託

する。 

２ 乙は，この契約書及び仕様書等（仕様書及び図面等関連資料をいう。以下同じ。）

に従い，委託を履行するものとする。 

３ この契約書に定める申請，請求，通知，承諾及び解除は，書面により行わなければ

ならない。 

 

（産業廃棄物に係る許可の確認） 

第３条 乙は，この契約を締結するにあたり，廃棄物処理法に基づく本契約の業務に係

る乙の事業範囲を証する産業廃棄物収集・運搬及び処分の両処理業の許可証の写しを

甲に提出し，本契約書に添付する。なお，許可事項に変更があったときは，乙は速や

かにその旨を甲に書面をもって通知するとともに，変更後の許可証の写しを甲に提出

し，本契約書に添付する。 

２ 甲は，乙が提出した許可証の写しにより，次の事項及び第４条の２の事項を確認す

る。

収入 

印紙 



 

【産業廃棄物に係る収集・運搬業】 

    許可した県・政令市 ：                         

    許可番号      ：                               

    許可年月日     ：                         

    許可期限      ：                         

  許可された産業廃棄物の種類 ：  

                                        

                                   

                                   

                                    

  積替え・保管行為  ：                         

  許可条件      ：                         

 

【処分業】 

    許可した県・政令市 ：                          

    許可番号      ：                           

    許可年月日     ：                          

    許可期限      ：                          

  許可された産業廃棄物の種類 

破砕  ：                                 

                               

                               

                                          

圧縮  ：                                       

事業の用に供するすべての施設 

   種類     ：                            

   設置場所   ：                            

                           

   処理能力   ：                            

                        

                                              

                                              

                                              

                                              

                                                        

 

（一般廃棄物及び産業廃棄物の選別） 

第４条 甲は，仕様書等に示すとおり一般廃棄物及び産業廃棄物の選別を乙に委託する。 

２ 乙は，前項により選別された産業廃棄物の種類及び数量を書面により甲に報告し，

その確認を得るものとする。 



 

（産業廃棄物の収集・運搬及び処分） 

第４条の２ 甲は，前条により選別された産業廃棄物の収集・運搬及び処分を以下のと

おり乙に委託する。 

【委託する産業廃棄物の種類に係る項目】 

   産業廃棄物の種類  ：                         

   委託する数量    ：                         

   排出場所      ：                         

【処分業に係る項目】 

   産業廃棄物の処分方法     ：           

   産業廃棄物処理施設の処理能力 ：           

破砕                                 

                                 

                                                               

                                                               

   圧縮                                                

  産業廃棄物処理の所在地 ： 破砕施設                   

圧縮施設                   

 

 

【産業廃棄物に係る最終処理の場所，方法及び処理能力】 

   委託する産業廃棄物の処理が中間処理で中間処理産業廃棄物が発生する場合，そ

の中間処理産業廃棄物の最終処分の場合の所在地 

     名 称         ：                     

     所在地         ：                     

     最終処分        ：                     

 

【産業廃棄物に係る乙の資格，能力に係る項目】 

  産業廃棄物収集・運搬業の許可の事業範囲 ：               

  産業廃棄物処分業の許可の事業範囲    ：               

 ２ 乙は，甲から委託された産業廃棄物の積替えを行わない。 

 

（一般廃棄物の収集・運搬） 

 第４条の３ 甲は，第４条により選別された一般廃棄物の収集・運搬を乙に委託する。 

 

（委託の着手） 

第５条 乙は，仕様書等に定めのある場合を除くほか，特別に事情がない限り契約締結

後速やかに委託に着手し，継続して以後の作業を行わなければならない。 

２ 乙は，委託に着手したときは，所定の様式による着手届を甲に提出しなければなら

ない。 



 

（監督） 

第６条 甲は，委託の施行について，乙又は次条に基づく業務責任者を指示し，又は監

督するものとする。 

２ 甲は，前項に規定する指示又は監督を関係職員に行わせることができる。 

 

（業務責任者） 

第７条 乙は，業務責任者を定め，その氏名等必要な事項を甲に通知しなければならな

い。業務責任者を変更したときも，また同様とする。 

 

（甲乙の責任範囲） 

第８条 甲は，甲が委託する産業廃棄物の取扱に必要な情報を的確に乙に通知しないこ

とに起因して，乙の業務に重大な支障を生じ，乙に損害が発生した場合には，甲は乙

にその損害を賠償する。 

２ 乙は，甲から委託された産業廃棄物等の処理業務について，法令に違反した業務を

行い，又は過失により甲又は第三者に損害を及ぼした場合は，乙においてその損害を

賠償し，甲に負担させないこととする。 

 

 （再委託の禁止） 

 第９条 乙は，甲から委託された業務を他人に委託してはならない。ただし，甲の書面

による承諾を得て法令の定める再委託の基準にしたがう場合は，この限りではない。 

 

（義務の譲渡等） 

第１０条 乙は，本契約上の義務を第三者に譲渡し，又は承継させてはならない。 

 

 （情報の提供） 

 第１１条 甲は，委託する産業廃棄物について，その種類，数量，性状等の変更があっ

た場合は，乙に対し速やかに書面をもって，その変更の内容及び程度の情報を通知す

るものとする。 

 

 （マニフェスト） 

 第１２条 甲は，乙に産業廃棄物の収集・運搬及び処分を委託するときは，廃棄物処理

法の規定に基づき，マニフェストを必ず交付するものとする。 

 ２ 乙は，受託した産業廃棄物の収集・運搬及び処分が完了したときは，遅滞なく所定

のマニフェストを甲へ提出するものとする。 

 ３ マニフェストは業務委託料に含み、乙が必要量を提供するものとする。 

 

（業務の一時停止） 

第１３条 乙は，甲から委託された産業廃棄物の適正処理等が困難となる事由が生じた

ときには，業務を一時停止し，ただちに甲に当該事由の内容及び，甲における影響が

最小限となる措置を講ずる旨を書面により通知する。甲はその間は，新たな処理の委

託は行わないこととする。 

２  甲は乙から前項の通知を受けたときは，速やかに現状を把握した上，適切な措置を



 

講ずるものとする。 

 （委託業務完了報告） 

第１４条 乙は，すべての委託が完了したときは，直ちに業務完了届を甲に提出し，完

了の報告をしなければならない。 

 

 （委託業務完了検査） 

 第１５条 甲は，前条の完了届を受理した日から起算して１０日以内に検査をしなけれ

ばならない。 

 

 （委託料の支払） 

第１６条 乙は，前条の検査に合格したときは，委託料の支払を甲に請求できる。 

２ 甲は，前項の規定による請求があったときは，請求を受けた日から３０日以内に委託

料を支払わなければならない。 

 

 （内容の変更） 

 第１７条 甲又は乙は，必要がある場合は，委託業務の内容を変更することができる。 

２ 前項の場合において，委託料又は委託期間を変更するとき，並びに委託数量に大幅

な変動が生ずるときは，甲と乙で協議のうえ，書面によりこれを定めるものとする。 

 

（機密保持） 

第１８条 甲及び乙は，この契約に関連して，業務上知り得た相手方の機密を第三者に

漏らしてはならない。当該機密を公表する必要が生じた場合には，相手方の書面によ

る許諾を得なければならない。 

 

（契約の解除） 

 第１９条 甲及び乙は，相手方がこの契約の各条項のいずれかに違反したときは，書面

による催告のうえ，相互にこの契約を解除することができる。 

 ２ 前項の規定によりこの契約を解除することができる場合であっても，この契約に基

づいて甲から引き渡しを受けた産業廃棄物の処理を乙が完了していないときは，当該

産業廃棄物を甲乙双方の責任で処置した後でなければこの契約を解除できない。 

 

（協議） 

第２０条 この契約書に定めのない事項又はこの契約の各条項に関する疑義が生じた

場合は，関係法令及び岡山市契約規則（平成元年市規則第６３号）にしたがい，その

都度甲及び乙が誠意をもって協議し，これを取り決めるものとする。 

 

（以下本頁余白） 

 

 

 

 

 



 

 

 

この契約の成立を証するために本書２通を作成し，甲乙は各々記名押印のうえ，各１ 

通を保有する。 

 

令和  年  月  日 

 

 

           甲 岡山市北区大供一丁目１番１号 

             岡山市 

             岡山市教育委員会 

             教育長 三宅 泰司 

 

 

 

           乙  

              

              

 

 

 

 

 

 

 


